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設定ツールをご使用いただく前に
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１．パソコンとMicroUSBケーブル（Type-B）をご用意ください。

パソコンの推奨環境は下記です。
・Windows10

・メモリはデータの一時保存に使用するため、1GB以上を推奨します。
・設定ツールの動作には、「.NET Framework」、
「Microsoft Visual C++Runtime」、及び「VCPドライバー」が必要
です。
多くのパソコンの場合、新規にインストールする必要はありませんが、
ダウンロードが必要な場合は、サイトをご連絡致します。

２．設定ツールを専用サイトからパソコンにダウンロードして、インストール
してください。専用サイトはご購入時にご連絡致します。
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設定ツールをご使用いただく前に
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３．設定前の作業フローは下記です。

①RS485ワイヤレスユニットのUSBコネクタにMicroUSBケーブル
（Type-B）を接続し、パソコンとつないでください。
複数のRS485ワイヤレスユニットを同時に接続することもできます。

②設定ツールを起動してください。
アイコン： をダブルクリック

起動画面→
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設定ツールで何ができるのか？
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１．親機、子機の設定ができます。

２．設定したネットワークの接続状況を確認できます。

３．Modbus通信のシミュレーションができます。
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１．親機、子機の設定ができます。
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・Modbusや無線の設定ができます。

マスタの設定画面 スレーブの設定画面
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２．設定したネットワークの接続状況を確認できます。
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・通信成功率、電波強度が確認できます。

登録したスレーブのMACアドレス 通信成功率 受信電波強度

通信テスト結果画面
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２．設定したネットワークの接続状況を確認できます。
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・ネットワーク構成がネットワーク図として確認できます。

マスタ（赤）

スレーブ（灰色）

ネットワークに接続し
ていないスレーブの
MACアドレス
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３．Modbus通信のシミュレーションができます。
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・PLC等の機器とマスタが接続できるか確認できます。
・温度センサ等の機器とスレーブが接続できるか確認できます。

通信状態

シミュレーション結果画面

※シミュレーターは、フリープロトコルモードでは使用できません。
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